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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   平成２８年２月３日（水） 

開  会   １３時３０分 

閉  会   １５時４５分 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  瀬 崎 雅 弘 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  西 村 盛 男 

委  員  小比類巻 正 規   委  員  森   三 郎 

議  長  小比類巻 雅 彦   副 議 長  野 坂 篤 司 

 

４．傍 聴 者   議  員  堀  光 雄 

 

５．事務局職員   局  長  繫   範 雄   次  長  田 辺 正 英 

庶務係長  中 村 容 三   主  査  一 戸   剛 

主  事  髙 橋 涼 平 

 

６．説 明 員   副 市 長                   米 田 光一郎 

建設部長                   高 橋 常 幸 

参事兼建築住宅課長              種 市   浩 

建築住宅課課長補佐              金 村 孝 弘 

建築住宅課課長補佐              種 市 明 人 

建築住宅課管理係長              鈴 木 洋 一 

建築住宅課営繕係長              馬 場 誠 一 

経済部長                   山 本   優 

観光物産課長                 立 崎 裕 輔 

産業政策課長                 村 井 拓 司 

観光物産課地産販売推進室長          佐々木 裕 仁 

産業政策課課長補佐              石 坂 知 也 

産業政策課商業振興係長            小比類巻  健 

 

７．案  件   （１）古間木団地建替事業について 

（２）地域住民生活等緊急支援事業に係る経済部所管事業について 

（３）アーケード撤去の進捗状況について 
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８．会議概要 

加澤委員長：本日の会議は、定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、所管事務調査として古間木団地建替事業について、地域住民生活等緊急

支援事業に係る経済部所管事業について、アーケード撤去の進捗状況についての３項目で

ございます。 

 それでは、１件ごとに調査してまいりたいと思います。 

 まず、１件目の古間木団地建替事業についてであります。この案件につきましては、執

行部からの説明の後、現地調査を行う予定でありますので、その後のことを御了承お願い

いたします。 

 それでは、執行部の説明をお願いいたします。 

種市参事兼建築住宅課長：それでは、古間木団地建替事業について御説明いたします。 

 今回、平成２７年度Ⅰ工区の建物４棟２１戸が完成したことから、事業の概要説明をし

た後、完成した建物を見ていただくこととしております。 

 それでは、資料を、概要書の右下のページに振ってございます２ページ目、資料の１を

お開きいただきごらんください。 

 古間木団地建替事業の概要でございます。まず、全体計画を御説明した後、完成しまし

たⅠ工区について御説明いたします。 

 １番目が建設場所は現地、現在の団地の場所、古間木１丁目１５２番地２４号でござい

ます。 

 ２番、敷地面積ですけれども、１万３,９５９平米であります。 

 ３番、事業期間は、平成２３年度から平成２９年度までを予定しております。 

 ４番、総事業費は、国の社会資本整備総合交付金の補助金を活用しまして、建物及び既

存建物解体、外構を含めまして約１３億８,０００万円と見込んで事業を進めておりま

す。 

 ５番、既存建物ですが、コンクリートブロック造で住戸戸数は、２Ｋ平屋建てが７棟２

７戸、２ＤＫ平屋建て１０棟３６戸、２ＤＫ２階建て３棟１８戸、合わせまして合計で２

０棟８１戸の長屋形式の住宅であります。 

 また、ほかに集会所が１戸あります。 

 ６、計画建物ですが、構造は木造で平屋建てと２階建ての長屋形式１４棟６５戸と、ほ

かに集会場１戸を建てかえる計画としております。 

 新たに建設する団地のタイプでありますが、木造で高齢者等に配慮した平屋建てと一般

世帯向けの２階建てで整備したいと考え、１ＬＤＫ平屋建て４棟２２戸、２ＬＤＫ平屋建

て３棟１３戸、２ＬＤＫ２階建てが４棟１８戸、３ＬＤＫ２階建て３棟１２戸、合わせて

計１４棟６５戸の計画をしております。 

 ７番の年次計画ですが、事業は２３年度から平成２９年度までで進めております。 

 平成２６年度では、Ⅰ工区の既存建物の７棟２８戸を解体、除却し、敷地の外構整備を

行っております。建物の工事は、Ⅲ工区に分けてまして、今年度２７年度からの３か年で

平成２７年度、今年度は４棟２１戸、平成２８年度は６棟の２８戸、平成２９年度は４棟
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１６戸と集会所を順次建物の建設と外構整備を進め、完成した工区ごとに新しい住戸へ仮

移転していた入居者の方から入居を進めております。 

 そして、平成３０年度には全面供用開始を目標に、事業を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次のページをごらんください。 

 ８番、今回完成しましたⅠ工区の工事概要であります。 

 １の敷地面積は、４,４６６.４４平米であります。 

 ２の外構整備では、道路施設、汚水排水施設、街路灯施設、給水施設等を整備しており

ます。 

 ３番の建物の建設は、平成２７年度に完成しました建物は４棟２１戸の住宅でありま

す。１号棟が３ＬＤＫ２階建て４戸の長屋で、１戸の床面積は８５.５２平米。２号棟が

１ＬＤＫ平屋建て６戸の長屋で、１戸の床面積は４９.６８平米。３号棟が１ＬＤＫ平屋

建て５戸の長屋で、１戸の床面積は４９.６８平米。４号棟が２ＬＤＫ平屋建て６戸の長

屋で、１戸の床面積が５９.６２平米であります。 

 （４）工事費につきましては、外構整備及び解体工事を合わせまして８,１０１万６,

２００円。建物の建築工事が１号棟から４号棟合わせまして２億９,９９４万８,４００

円。外構等建物を合わせまして３億８,０９６万４,０００円となっております。 

 次の４ページ目、資料の２をごらんください。 

 既存の古間木団地の位置図、配置図でございます。 

 次のページ、５ページ目、資料の３をごらんください。 

 新古間木団地の計画建物の計画配置図でございます。 

 次の６ページ目、資料の４をごらんください。 

 現在の平成２７年度完了時点の配置図でございます。Ⅰ工区の新築建物は、１号棟が３

ＬＤＫ２階建てが４戸、２号棟が１ＬＤＫ平屋建てが６戸と、３号棟が１ＬＤＫ平屋建て

５戸、合わせて１１戸。４号棟が２ＬＤＫ平屋建て６戸、合計で２１戸であります。Ⅱ工

区のところにつきましては、今年度３月までに既存の建物を解体することとしておりま

す。 

 次のページの資料５の１をごらんください。 

 ３ＬＤＫ２階建ての１階、２階の平面図でございます。 

 次のページですけれども、資料の５の２をごらんください。 

 右側が１ＬＤＫ平屋建てと、左側が２ＬＤＫ平屋建ての平面図でございます。 

 最後のページをごらんください。この古間木団地の現在の入居状況図でございます。 

 今年度は、１２月に左側のⅠ工区の建物４棟２１戸が完成しまして、その後１２月２５

日から１月１５日にかけて今まで入居していた方々で、黄色く色塗ってる部分、これがⅡ

工区、Ⅲ工区に住んでいた方でございます。 

 それと、緑色を振ってる部分はⅠ工区に住んでいた方で、今の新築に合わせまして、一

時仮移転していた方が緑色の、合わせて１５世帯の入居者が移転完了しております。 

 その後、今年度３月末までにⅡ工区の建物７棟２７戸と、集会所１戸合わせまして２８

戸を解体することとしております。 
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 また、新しい２１戸のうち入居していた方の１５戸以外、Ⅰ工区のところの白く塗って

る部分ですけれども、６戸につきましては、２月に広報等で新規入居者の募集を行うこと

としております。 

 また２８年度では２８戸のうち８世帯、Ⅲ工区の白く塗ってる部分ですけれども、の入

居者の移転を行って、新たに２０戸の新規入居者募集をすることとしております。 

 ２９年度は１６戸の入居者募集を進めていく計画で予定しております。 

 以上が古間木団地建替事業についての概要であります。 

加澤委員長：ただいまの執行部の説明に対して、委員の皆様の御意見があると思います

が、これから現地調査を行いたいと思いますので、質問のある方は、また現地で質問をし

ていただくか、また戻り次第、席に着いてから改めて質問、質疑をしたいと思いますの

で、御了承願いたいと思います。 

 それと一言で、今回、見学病院の施設は通ると。 

種市参事兼建築住宅課長：今回、現地見学していただく施設は、済みません、最後のペー

ジを見ていただいて、現在の入居状況ですけれども、いろいろ見る、一番左側のⅠ工区を

今回見ていただくのですけれども、この緑色と黄色を塗ってる部分につきましては、もう

現在、仮移転した方が入居してございますので、白く塗ってる部分、１号棟でいいますと

１号棟の３ＬＤＫの部屋、３番ですね。それと、３号棟の１ＬＤＫの５番の建物。それ

と、４号棟の２ＬＤＫの１番の建物、三つのタイプを視察、見学していただくとしており

ます。 

 以上であります。 

加澤委員長：それでは、現地調査に向かいますので、暫時休憩といたします。 

午後 １時４３分 休憩 

─────────────── 

午後 ２時２２分 再開 

加澤委員長：それでは、全員そろいましたので会議を再開いたします。 

 委員の皆様、現地調査お疲れさまでした。 

 現地でもきちんと行いましたけれども、ここに来て、また質疑があれば受けたいと思い

ますけれども、何かございませんか。 

小比類巻正規委員：非常にすばらしい建物で感心しましたけれども、家賃が最高２万以内

というような言葉が、今までの聞いたりして家賃の滞納とか、遅延というのはどうなの

か、あったら教えてください。 

加澤委員長：大丈夫ですか。回答するんでしょう。 

種市参事兼建築住宅課長：すみません、今資料を、決算のやつをちょっと、今、来ました

ので。 

加澤委員長：じゃあ、資料そろい次第。 

小比類巻正規委員：はい、いいです。じゃあ、私は。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

瀬崎副委員長：当初、坪単価が８０万くらいというふうに聞いていたのですけれども、現

在は上げ出されて七十何万という話を聞いたのですけれども、それから変更はあったかど
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うかというところを確認したいのですけれども。 

種市参事兼建築住宅課長：建物の単価のことについて御説明します。 

 ２６年８月の産業建設常任委員会では３ＬＤＫが約６６万、２ＬＤＫの平屋が７５万、

１ＬＤＫが８０万５,０００円ということでお話ししてました。 

 今回、建物完成しまして、それの工事費ですけれども、３ＬＤＫが約６３万５,０００

円、１ＬＤＫが８１万１,０００円、２ＬＤＫが７６万９,０００円となっております。

若干高くなった部分につきましては、当初２６年に御説明したときはストーブは入ってい

なかったものです。今回いろいろ検討して、やっぱりストーブもつけた方がいいというこ

とがあって若干高くなってございます。 

 以上でございます。 

加澤委員長：先ほどの質問、回答できますか。 

種市参事兼建築住宅課長：住宅の使用料について御説明いたします。 

 滞納の件でございます。公営住宅が２６年度決算でいきますと、滞納が２,００９万

１,２０９円となってございます。 

 件数は、滞納者の数ですけれども、４９名。２６年度決算で、滞納額は２,００９万

１,２０９円となってございます。（発言する者あり） 

加澤委員長：それで今、資料を精査してますので、ほかに質問ある委員っておりますか。 

 なければ入れかえの都合もありますので回答できるのであれば回答お願いいたします。 

種市参事兼建築住宅課長：滞納の状況につきましては、これは累計ですけれども、２６年

度決算で２,０１３万６,８０９円。これにつきましては２５年度決算、２３年度決算か

ら見ると大分下がってきてございます。 

 ２６年度の現年度分の滞納額につきましては１３３万３３５円となってございます。 

加澤委員長：課長、今のは累計で２,０００万強あるということですね。 

種市参事兼建築住宅課長：現在の累計で、２５年度決算で２,０１３万６,８０９円ある

ということでございます。 

加澤委員長：累計は何年から始まってるのですか。 

種市参事兼建築住宅課長：今手持ちの資料では１７年度決算では１,４７６万５,３２９

円。１８年度決算で１,９２４万５,９００円。だんだんと多くなってきてまして、２３

年度時点の決算が２,３９６万６,３２５円。これからだんだんと徴収してきてまして、

現在２６年度決算で２,０１３万６,８０９円となってございます。（発言する者あり） 

加澤委員長：これ、全市営住宅の。 

種市参事兼建築住宅課長：この額は、市営住宅全戸の金額でございます。 

小比類巻正規委員：これだけ２,０１３万もあるということは回収できるのかどうか。回

収する努力をしておられるのか、そこのところを。 

米田副市長：滞納額の回収の件でございますが、担当課の方では滞納が１カ月、２カ月及

んだ場合は、すぐ１カ月でも通知しまして再督促しております。２カ月、３カ月に及ぶ場

合は、保証人にも通知いたします。 

 それでも払えない場合は、最終的には退去命令ということになりますが、退去命令はな

かなか、低所得者のための住宅ですので、その人の生死にかかわる問題ですから、最後の
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最後の手段です。 

 それと、よくやることは分納でやるようにと。例えば、２００万たまったら何箇月もか

けてちょっとずつ払っていくと、そういう手を使います。 

 滞納額ですけれども、市営住宅の使用料については、かつては民法上の債権ということ

で、時効の２０年という長期の時効でした。つい最近、考え方を改めてまして、地方自治

法上の債権ということで５年で不納欠損いたします。 

 ほかの市では、５年、５年でやっていたところは比較的滞納額が少ないですけれども、

三沢はつい最近５年に切りかえたものですから、過去の累積がずっと残ってて多額の滞納

額になっています。 

 ただ、順次減っておりますので、分納の計画を立てる、あと関係者にも協力を依頼す

る、本人にも夜説得して歩く、あと最終的には退去命令、その４手段でやっておりますの

で、徐々に徐々に減っていくものと思われます。 

小比類巻正規委員：まず、もう２０年が時効だと、今は５年になっているのだと。損益、

損益、損期で押して赤字がどう減らしているというふうに聞こえるのだけれども、やはり

その繰り返しでは、私はならないと思います。せっかくあれだけのいいものを建てて、低

額で、お金になるわけですよね。そういうふうなことを考えると、やはり借りた人方は、

何ぼあってもその義務として、やっぱり支払う責任があると思いますけれども、そのとこ

ろをやっぱり市の方でも、確かにそれは低額の人方という、低所得者ということなのだけ

れども、それだけで許される話ではありませんので、ぜひそういうようなことは時効だ、

さも手をかけないような形で徴収していくべき努力をしなければならないと思います。 

 それと、もう一つは建物はかなり傷がついたりとか割れたりします。そういうものに対

しての、例えば、入居者方の、今、ペット何かを店で買ったりして傷ついたり、あるいは

子供さんとかが傷つけたりというのがあります。 

 こういう部分に対して、市の方ではどういうふうに考えておられるの。努力は努力とし

てもらいたい。 

種市参事兼建築住宅課長：家賃の収入等については、収納率を上げるよう努力してまいり

たいと思います。 

 それとペットにつきましては、ペットは禁止でございます。それと、傷等をつけないよ

うに入居者の方には入居のしおりとか、そういうもので、そういう壁に、そういう傷をつ

けないようにということで、そういう入居のごとに説明しながら普段の入居をしていただ

いてございます。 

 以上でございます。 

 大きな傷につきましては、そういう入居者の方に退去時に直してもらうということに

なってございます。 

米田副市長：ちょっと補足いたします。入居者の過失といいますか、通常の社会通念上、

通常の注意を怠って傷をつけたとか、そういう場合は建築住宅の方で支払ってくださいと

言いに行くことになります。 

 ただ、通常の使用で劣化したり、あと本人の責任と関係ない自然災害等については、市

の方で修繕を行うことになります。 
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小比類巻正規委員：今の故障ですよね、不具合が出たとか、役所ではそれは消耗でなった

場合と、こういうふうになった場合ということはあるのだけれども、民間だと、例えば、

壁にびょうが刺さったとか、すすけたとか、そういうふうな部分でも非常に後から来る人

方のためにということでさまざまあるのだけれども、そういう規約の内容というのは、市

役所は、向こうではどうなのですか、ちゃんとやってるの。 

 それともう一つは、敷金があるかどうか、敷金、契約金。 

種市参事兼建築住宅課長：敷金につきましては、住宅費用の３カ月分を入居時に敷金とし

ていただいてございます。 

 そういう画びょうとか、その程度のものであれば、低所得者ということで一般の住宅と

は違って、その辺は入居者に求めることはしてございません。 

 畳の表がえとか、やっぱりそういう劣化した部分につきましては敷金を退去時に、それ

を敷金で充ててもらうというふうなことでやってございます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

 それでは、ないようなので私の方から、各委員の心配な部分というのは、新しいところ

になると家賃負担も入居者にとってはふえることになりますので、先ほど、累積ですけれ

ども、２,０００万円以上のまだ未収の金額があるということなので、さらに家賃負担が

ふえると、そこの部分がまたふえるのではないのかなという懸念がされますので、その辺

はやはり現状を踏まえて重々注意してやっていただきたいと思います。 

 それと先ほど、現地に見学に行って分かったことというのが、私なんかは外のスロープ

のところの手すりなんか危ないのではないかなとか、いろいろちょっと感じるところが

あったのですけれども、やはり第Ⅰ工区が完了いたしましので、また入った人の御意見を

参考にしながら、第Ⅱ工区、第Ⅲ工区と続いていきますけれども、十分そういう意見を参

考にしながら、臨機応変にやっぱりやっていくべきだと思いますので、今後とも工事の方

よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、次の案件に移りますが、説明員の入れ替えのため暫時休憩いたします。 

午後２時４１分 休憩 

─────────────── 

午後２時４３分 再開 

加澤委員長：それでは、準備ができましたので調査項目の２点目、地域住民生活等緊急支

援事業に係る経済部所管事業についてであります。 

 それでは、執行部の説明をお願いいたします。 

山本経済部長：２点目の経済部所管の当該事業は、本日説明する４事業に、しごとづくり

支援事業を加え５事業ございますが、しごとづくり支援事業については、前回の産業建設

常任委員会で状況を説明しておりますので、本日はそれを除く４事業の説明となります。 

 説明については、担当課長から御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

村井産業政策課長：地域住民生活等緊急支援事業に係る経済部所管事業について、当課か

ら二つの事業の説明をさせていただきます。 

 資料の１ページ目をお開き願います。 

 三沢市プレミアム商品券発行支援事業についてでございます。 
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 まず、１、目的ですが、市民の生活支援に資するとともに、市内における消費拡大を図

り、地域経済の活性化を促進することを目的に、三沢市商工会が実施する商品券発行事業

に要する経費に補助金を支出する形で実施いたしております。 

 ２、商工会に対する補助金の額は４,１００万円でございます。その内訳としてはプレ

ミアム分が２,５００万円、福祉対策として１,０００万円、事務費として６００万円を

支出しております。 

 なお、このほか県からプレミアム分として２,５００万円、事務費として４８４万４,

０００円が支払われております。 

 ３、商品券の概要ですが、５００円券、１２枚つづりで６,０００円分の商品券を５,

０００円で６万セット販売しております。 

 ４、販売額等としては、多くの方々に広く行き渡るように１人当たり６セットまで、額

面にして３万６,０００円分までの購入にさせていただきました。 

 ５の販売場所、６の販売期間ですが、通常販売として平成２７年５月１５日から１７日

までミス・ビードルドームで行い、売れ残った分は三沢ショッピングセンター内の特設会

場に販売場所を移し、５月２１日に完売しております。 

 また、利用期間は５月１５日から１１月１４日の６か月間としております。 

 ７、事業の周知方法ですが、広報みさわ、マックテレビ、市及び商工会のホームペー

ジ、そのほかポスター、新聞折り込みも行っております。 

 ８の利用店ですが、本事業に賛同する商工会加盟店２４２店。具体的な資料の４ページ

にございますチラシのコピーの裏面に店舗名が記載されておりますので、後ほどごらんい

ただいければ幸いでございます。 

 次に２ページをごらんいただきたいと思います。 

 ９、商品券販売状況といたしまして、５月１３日、１４日の福祉関係の先行販売も含め 

、各日にちごとの販売場所、販売口数、販売金額及び販売比率を掲載しております。 

 １０、換金状況でございますが、月ごとに換金された件数、換金額、そして換金額ベー

スで各月の全体に対する比率を掲載しております。 

 なお、販売総額に対する換金率は９９.７２％で、９９万１,５００円分の商品券が使

用されなかったことになります。 

 １１、大型店換金状況は、売り場面積１,０００平米を境に、大型店とそれ以外に分け

その換券額と比率を掲載してございます。 

 なお、大型店は、ユニバース松園町店さんを初め９店舗、換金額の比率では大型店が５

８.１９％となっております。 

 ３ページをお開き願います。 

 １２、業種別換金状況ですが、こちらは換金額を業種別に分類し、金額順に一覧にした

ものでございますが、食品が６３.４５％で一番多く、次いでくすり・化粧品、生活雑貨

・花・靴、そして家電、燃料の順になってございます。 

 なお、資料に掲載はございませんが、参加店舗２４２店のうち１３３店舗から御回答を

いただきましたアンケート結果によりますと、この事業実施期間の前年度同時期との売り

上げ比較では、増加したと答えた方が３４.６％、変わらないが６０.２％、減少したが
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５.３％となっており、次回このような事業を実施するとしたら、また取り扱い登録をす

るかとの問いには、９８.５％の方が登録するとの回答をいただいておりますことから、

当該事業の実施は、消費喚起の面で一定の効果が見られたものと考えてございます。 

 三沢市プレミアム商品券発行支援事業についての説明は以上でございます。 

 続けて、御説明させていただいてよろしいでしょうか。 

加澤委員長：続けてお願いします。 

村井産業政策課長：続きまして、５ページをお開き願います。 

 こちらが現在実施中の事業で、“三沢の食”で元気子育て応援事業の概要でございま

す。 

 まず、１の目的ですが、小学校入学前の乳幼児を養育している世帯に対し、生活支援と

消費喚起を促すために、三沢市産の農水畜産物及びその加工品を提供する事業でございま

す。 

 ２として、具体的な効果として期待することを数点挙げておりますが、今回の支給の対

象者は、乳幼児を養育されている若い世代の方々であり、こうした世代に、地元にはこん

な食材、特産品があるのだということを理解していただくこと。また、それを調理し、召

し上がっていただくことで、子供たちに幼い頃から新鮮でおいしい三沢の味を覚えてもら

うという家庭内での食育の実践。 

 さらに口コミやネット通信などで三沢の食材のよさを情報発信していただくこと。ま

た、これを機に御贈答用の商品として、これら特産品をお使いいただくことを大いに期待

しております。そして、受け取り場所をアメリカ広場に設定することで、中心市街地への

誘客を図ることも効果として期待するものでございます。 

 ３の委託料でございますが、この事業はスカイプラザミサワへ２,２００万円で委託し

ており、その中で配布商品の調達、配布場所の設営、運営、各種作業に必要なアルバイト

の雇用、また当該事業に係る企画も含め、ツアー等にかかる様々な費用もこれらに含まれ

てございます。 

 ４、提供品の内容でございますが、三沢市の農水畜産物及びそれらの加工品を記載の業

者から仕入れてございます。 

 具体的には、農産物はごぼう、長芋、にんにく。水産物は、漁の状況にもよりますが、

先日配布の際には、北寄貝、それから冷凍したカレイの切り身、たこの刺身をお配りして

ございます。 

 畜産物は、対象となる子供が３人以上いる世帯に限っての配布となりますが、ヤマザキ

ポークのメンチカツとカワケンこだわりポークのバラ、ロース、挽肉を。 

 加工品としては、ごぼうの醤油漬けとごぼう茶を提供しております。 

 ５、配布の対象者でございますが、平成２７年１２月１日現在で、市内に居住する６歳

未満、小学校入学前の乳幼児がいる全ての世帯としております。表には対象となる子供の

数別に、その世帯数及びその世帯に対する支給相当額、そして合計額をそれぞれ記載して

おります。対象世帯数については１,９３７世帯。 

 また、対象となる子供１人当たりの支給物は６,０００円相当としておりますので、

２,５８６人分で、１,５５１万６,０００円が支給物の合計額となります。 
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 なお、１月２８日現在において、お申し込みをいただいている世帯は１,９３７世帯中

１,５７３世帯で、率にして８１.２％でございます。 

 ６ページをお開き願います。 

 ６番として、提供の方法を示しております。 

 今回の事業では、お受け取りいただく方法として４つのコースを用意させていただきま

した。 

 Ａコースは、会場、具体的にはアメリカ広場ですが、こちらに直接受け取りに来ていた

だくコース。 

 Ｂコースは、宅配でお届けするコース。 

 Ｃコースは、三沢の食を食べて学ぶコースということで、市内のフランス料理店、日本

料理店、イタリア料理店から各１店舗ずつの御協力をいただき、市内の食材を使った料理

を調理の段階から御見学いただき、その料理を召し上がっていただくコース。 

 Ｄコースは、水産物や畜産物の作業風景を御見学いただくとともに、その食材を使った

料理を学んでいただくコースを設定いたしました。 

 なお、表にはコース別の実施日及び申し込み世帯数を記載しております。 

 なお、５番で示しております申し込み世帯数１,５７３世帯と６番の延べ世帯数の合計

額１,７０４世帯とありますが、この違いは子供が二人以上いらっしゃる世帯が、一つの

世帯より複数のコースをお選びいただいたことによるものでございます。 

 最後は、７番として示してありますとおり、この事業は対象となる世帯に個別に案内文

を郵送する形をとらせていただきました。 

 なお、７ページと８ページには、その際に事業の案内用に送付させていただいたパンフ

レットのコピーを添付しておりますので、御参照願います。 

 産業政策課所管の事業については、以上のとおりでございます。 

加澤委員長：ただいま執行部の説明がありましたが、その説明に対して、どなたかの御質

問ございませんか。 

小比類巻正規委員：この事業が商工会に、要するに１００万円と言いましたけれども、ス

カイプラザ委託料として２,２００万、これはこの４,１００万から抜くというわけで

しょうか、違うのか。 

村井産業政策課長：商工会にお支払いしております補助金は、プレミアム商品券の事業に

対してでございます。 

 スカイプラザに支払っている委託料については、三沢の食で元気子育て応援事業、この

事業に対しての委託料でございます。 

 以上です。 

小比類巻正規委員：このおいらせ協同組合、漁業協同組合、スターゼン、加工品、特定非

営利活動法人手をつなぐ育成会という人たちだけれども、これらの品物を、これを何、ス

カイプラザで扱って子供の食育につなげるということなの、そのための２，２００万円。 

村井産業政策課長：提供品の大もとはおいらせ農業組合、三沢市漁業協同組合、スターゼ

ン株式会社等々でございまして、スカイプラザがそちらから提供品を仕入れて、それで配

布すると、お配りするという形を取っております。 
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 以上です。 

小比類巻正規委員：だから、それがこの２,２００万ということですね。 

村井産業政策課長：２,２００万円の中に含まれているということです。 

小比類巻正規委員：利用する人方々は幾らか徴収するの。 

村井産業政策課長：お配りする世帯に対して、お金を受け取ることは一切ございません。 

 以上でございます。 

小比類巻正規委員：全部、これ、ただなの。全部ただ。 

村井産業政策課長：そのとおりでございます。 

加澤委員長：ほかに。 

森委員：これ２,２００万円だけだけれども、実際は８１％、１,５４１。残は。 

村井産業政策課長：２,２００万円の使途でございますけれども、まず一つは、そのお配

りする商品の仕入れでございます。 

 それから、配布する場所の設営費用であるとか、運営費用と。それから、最後には大変

労力を必要としますので、アルバイトの雇用であるとか、あとは企画もの、例えば、料理

店を応募していただいて楽しんでいただくとか、あとは畜産物、水産物等、作業風景をご

らんいただくとか、そういうものに対するバスの借り上げであるとか、さまざまな費用が

含まれての２,２００万円でございます。 

 ただ、先ほど申し上げましたとおり、申込者数が八十数％でございますので、２,２０

０万円は、それが全部お申し込みいただいたものを想定してでの支払い額でございまし

て、受け取りがなかった方々の分はこれから返還していただくという形になります。 

 結局、仕入れ量が少なくなるということが想定されますので、その場合は返却していた

だくということでございます。 

 以上です。 

森委員：ちょっと分からないのだけれども、６歳未満がいる世帯に、みんな配布するので

しょう、これ。何で申し込み８１％なの。 

村井産業政策課長：まず、対象者全世帯にどのコースを選んでいただくか、４コースを御

用意いたしました。 

 一つ目は、直接アメリカ広場の特設会場でお受け取りいただくというコース。それか

ら、宅配でお受け取りいただくというもの。それから、レストラン等でお食事いただける

もの。それから、作業風景をごらんいただきながら調理方法を学んでいただくコース。こ

ういう４つのコース、どのコースがよろしいですかというお尋ねの文書を、最初送付させ

ていただいております。それで、コースを選んでいただいたものを返信用のはがきを入れ

て、それで申し込みを受け付けております。 

 それが、結局、返信がない方については、この事業に対する受け取りは要りませんよと

いうような解釈をさせていただいておりますので、皆さんに強制的にお配りするというも

のではなくて、御希望に沿った形でお配りするという形をとらせておりますので、８１％

となっております。 

森委員：それさ、コースの分だとか、こういうものを受け取った世帯の方が、内容が分か

らないというケースで返したということじゃないの。 
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 内容をきちっと分かって、分かった上で自分が、では、そういうのを要りませんよとい

うのだったら分かるのだけれどもさ、そうじゃないんじゃないの。その部分が周知されて

なくて、それで返したと、どうなんでしょうね。 

村井産業政策課長：御質問、お答えいたします。 

 まず、御案内の際に、ちょっとコピーが不鮮明でございますけれども、７ページ、８

ページのパンフレットをまず送付させて、このような事業を行いますよ、それで皆さん御

希望のコースをお選びくださいという御案内を差し上げてございます。 

 それは、対象となる２,０００世帯弱になりますけれども、その世帯全てにお送りして

おります。それで、それに返信用のはがきも同封させていただきました。 

 この４つのコースの中から、まずはお選びくださいと。そういう御案内が８ページの裏

側、事業の流れという中で御案内を示しております。 

 まず、事業のお知らせに対しました返信用のはがきに必要事項を記入して投函してくだ

さいよと。それから、決まったコースから決定内容をまた再度通知しますよということで

御案内を差し上げております。その中で返信のお答えいただいた方々に対しては、その決

定をもって実行させていただいております。 

 ただ、最初の締め切りが１月１２日までに投函してくださいという御案内は差し上げま

したけれども、実際この時点で返信がございましたのが、六十数％でございました。 

 それで、ちょっと再度、その御案内差し上げましたが、ちょっと忘れはないですかとい

うようなことで、催促ではないのですが、もう一度御確認のお手紙を出しました。 

 その結果、八十数％の御回答があったということでございまして、完璧に通知が行き届

いたということではないとは思いますけれども、ほぼ全て周知が徹底されているものと、

私どもは思っております。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかに、ございませんか。 

瀬崎副委員長：今の関連で、ちょっと私の方でよく理解できないというのは、特にＣとＤ

のコース。これは、三沢の食を食べて学ぶコースを希望される方は、希望するコース、参

加人数等を記入してくださいというふうになってますよね。 

 実際、これについては１人６,０００円ということで、例えば、大人が入るとか、そう

したら値段変わってきますよね。自分で払う分と無料の部分ですか。そこのところの区別

が物すごい分かりにくいと思うのですけれども、そこの説明がちゃんと分かるような格好

で出されてるのですかね、その点を。 

村井産業政策課長：ただいまの御質問にお答えします。 

 それぞれＣコースのお食事を召し上がっていただくコースというのは、１テーブル６,

０００円程度のお料理をまず出しますということ。それは、子供１人いることによって家

族４人ぐらいが楽しんでいただける６,０００円程度の料理を出しますよということに設

定してございます。 

 ですから、場合によっては６人、７人という方で一緒に召し上がりたいという方は、

ちょっと量が少ないかなということもあり得るかもしれませんけれども、その辺は実情

を、内容を、直接電話で御説明した上で御了承いただいて実施いたしております。 
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瀬崎副委員長：そういう説明をするのですけれども、配布した資料でもって、そういう

６,０００円分で四、五人、４人前ということですね。そういう分かりやすいような資料

は添付されたのですか。ちょっと今の説明は電話がかかってきたら対応したという感じに

受けるのですけれども、そこはどうですか。 

村井産業政策課長：御質問にお答えいたします。 

 送付しております資料は、このコピーの資料等でございまして、私ども、その点につい

ては、お問い合わせをいただいた時点で大変反省しておりまして、事前に大人２人、子供

２人の４人ぐらいのボリュームのお料理ですよということで事前に決めておりましたけれ

ども、その部分を記載するのをちょっと漏らしておりまして、大変皆様には御迷惑をおか

けしたなと思っております。 

 以上でございます。 

瀬崎副委員長：多分、そうと思うのですよね。ですから、この応募人数も減ったと思うの

です。 

 だから、せっかくこれいい事業だと思うのですけれども、そういうことであって、やは

り分かりにくくないように、やはりよくチェックして、今後、もしこういう事業あるの

だったら、そういうことも含めて実施していただきたいと思います。要望です。 

加澤委員長：ほかに。 

奥本委員：そうしましたら、まず、三沢市プレミアム商品券の事業についてなのですけれ

ども、これ全部、国の事業だったということで、消費喚起ということだったと思うのです

けれども、先ほど一定の消費喚起の効果があったのではないのかというようなお話だった

のですが、私は売り上げが伸びたという、ふえたというところ、３４.６％だったという

ことと、次回やるのであれば９８％の人が、商業者がまたやりたいというふうに言ってい

るということだったのですが、これ、よく税金の使い方として公平性、公平性とよく行政

の方おっしゃるのですけれども、これいつも買える方というのは、限られた人たちが家族

で何人も買い占めるとか、それで、例えば、ユニバース等でも、食品を買うので商品券を

現金に置きかえただけで、それほど効果がないというようなことも新聞記事等で載ってい

たんですね。 

 そういうふうに考えたときに、これは、この原資は税金ですから、これは国が国の事業

がどういう効果があったのかというのを市として総括して、それを伝えるということもこ

の事業の中にはあると思うのですけれども、これは国に対してしっかりと、これ大して私

は効果がないのではないのかなというふうに思うのですが、その辺について、国に対して

は検証としてどのように伝える予定ですか。 

村井産業政策課長：御質問についてお答えいたします。 

 国に対して、効果がどのようなものがあったのかということを伝えるべきはないかとい

う趣旨の御質問かと思いますけれども、実は商品券を購入していただいた際に、全ての

方々にアンケート用紙も配布させていただいております。 

 それで、アンケートを後ほど、使った後でも結構ですし、使う前、予定を記載しても結

構なのですが、お送り、お返ししていただければということで御案内はしております。 

 そのアンケートの結果については、三沢市商工会が実施した、その商工会が作ったアン
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ケートの様式ではなくて、全国的に青森県が様式を設定しておりまして、その様式で三沢

に限らず、それぞれの市町村が回答してもらう形をとっております。 

 ですから、一旦県でその結果を集約して、そこから効果、実績がどのようなものがあっ

たのかというところのものはまとめていただけるものと思っております。 

 以上です。 

奥本委員：これ、先ほども言いましたけれども、税金ですので、やはりより効果があり、

そしてまた公平性ですね。いろんな方が利用できるというようなシステムではないと私は

思ってるので、あれ欲しかったけれども買えなかったという方もいらっしゃいます。 

 そういう部分でしっかりと検証をして、効果がないことに関しては、国にしっかり物を

言うというふうなことも大事だと思いますので、これは要望になります。 

 それとあと次なのですが、この三沢の食で元気子育て応援事業というのがありまして、

これは企画としては地産地消といいますか、三沢産のものを提供するということでは大変

いい事業だと私は思います。 

 この中で、この事業が地元食材の理解、効果として期待することとあるのですけれど

も、それを地元食材の理解、乳幼児からの食育、地元農水畜産物の情報発信、商業地域の

賑わいの創出とあるのですけれども、この効果として一過性というか、これずっと続けて

いく必要が、続けていくといいますか、せっかくこの事業をやったのですから、これはこ

の子育て世帯の方々に三沢の食材が本当にいいものだというふうに、これどんどん進めて

いかなければいけないことだと思うのですけれども、これもアンケートはとっているので

すか。 

村井産業政策課長：これから以降も続けていった方がいいというありがたい。 

 アンケートについてでございますけれども、アンケートはお答えいただくように、配布

の際にその御案内も差し上げております。 

 以上です。 

奥本委員：これ、せっかくやった事業なので、実際に受け取った方々がどういうふうに感

じてるのかというところは、次の展開に大変重要なことだと思いますので、ぜひともアン

ケートをとって、どれだけ効果があって、また次に三沢市の食材を進めて広めていくとい

う部分でも大変大きな、これは明るい事業のあれになっておりますので、ぜひともそれも

付け加えてお願いしたいと、要望を上げておきます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

西村委員：まず１点目、ちょっと要望になってしまうのですが、プレミアム商品券の件

で、何だかの機会でどなたかお話しされたかもしれませんけれども、渡すときに結構お年

寄りの方が多い中でやっぱり配布場所というのですか、そういった部分でやっぱり私もい

ろんな方から、いや、ちょっと階段を上るのは大変だとか、ちょっと場所的にというお話

を聞いたので、そういったところをお年寄りの方とか、不自由な方とか、そういった方に

もちょっと配慮していただきながら、またこういった機会があるときには委託先の方とも

お話ししながら、利用者に優しい形で実施をしていただければと思いますので、１点、ま

ずは要望させていただきたいと思ってます。 

 あと、この子育て応援事業の方なのですけれども、Ｃコース、Ｄコースで各コース１０
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組限定、６０組ということですかね。この６０組というものに、応募多数の場合は抽選に

より決定すると。漏れた場合は、ほかのところに回っていただくという流れでよろしいの

か、確認をまずお願いします。 

村井産業政策課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 Ｃコース、Ｄコースについては、当初定員１０名ということで、まず３つのコースの設

定がございました。 

 それで受付をしたところ、実は御希望にかなりのばらつきがございまして、特に三沢の

食を食べて学ぶコースについては、多いところでは７０件、８０件という御要望をいただ

きました。 

 せっかくいただいた御要望ですので、定員が１０世帯というところで、もうちょっとふ

やせないかというところの相談は各店舗にはいたしましたけれども、まず調理をする場面

をごらんいただいて、その後にまた召し上がっていただくということは、やはり当初設定

した１日ですから、できませんよと。 

 ただし、各自が６時、６時というかそれぞれ予約を入れて、それで当初設定したコース

料理をお召し上がりいただくということであれば可能ですよということを、３店舗から快

く御回答いただきましたので、その旨、今度は抽選で漏れた方々、１０世帯は抽選で選ん

でいるわけなのですが、抽選で漏れた方々に再度確認して、自分で予約を入れて自分で店

舗に伺って食事をしていただくこともできますが、いかがですかということで確認をした

ところ、それでも結構ですよということの方々、そちらを積み上げた結果がＣコース、本

来であれば３０世帯であったわけなのですが、これが２２０世帯まで対応することができ

たということでございます。 

 それから、三沢の食を見て学ぶコース、これは農業のコースと水産のコースと、あと畜

産のコース、それぞれ定員１０世帯ということで設定いたしたわけなのですが、実は農業

のコースが御希望される世帯が２世帯だけでございましたので、２世帯でちょっとその準

備とか、また中身は農産物を活用した料理教室、これは農協さんのほうにお手伝いいただ

いて御協力いただいてやる予定ではございましたけれども、ちょっと２世帯では厳しいか

なというところの相談の結果、水産のほうにも回っていただけるという御回答を御相談し

た結果、申込者に対してですね。御相談した結果、そういうことで引き受けていただいて

おります。 

 それから、畜産のコースに関しては、こちら、このように３０世帯というのは、水産１

０世帯、それから畜産２０世帯の合計で３０世帯ということなのですが、当初畜産につい

ても１０世帯という設定は行いましたけれども、こちらのほうも人気が高くて定員以上の

お申し込みいただいて、その辺ちょっと畜産農家の方とも御相談したのですが、やっぱり

頑張っても２０世帯が限界でしょうと、いっぱいいっぱいでしょうということで、抽選か

ら漏れた方々については直接受け取りか、宅配のコースに回っていただいたということで

ございます。 

 以上です。 

西村委員：人数の調整とか大変御苦労されて中での事業になってると思うのですけれど

も、何とか三沢のおいしいものを利用者の方に知っていただいて、これがきっかけとなっ
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て地域が盛り上がって活性化されていけばいいのじゃないかと思いましたので、実施に当

たる場合は、倒れないように頑張っていただきたいと、以上です。 

加澤委員長：ほかにこの意見に関して、御質問ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：ないようなので、この件に関しましては、各委員からもいろいろ意見が出さ

れました。恐らく、今後、アンケート調査とか、そういうものをまた集約していくと思い

ますけれども、やはりバリエーションがふえると出す側の手間も、受ける側も理解するの

に多少悩む部分が多々出ると思います。その辺、十分今後の事業に、希望の結果のアン

ケートを吟味して生かしていただきたいと思います。 

 それでは、次の観光物産課の意見に関して、執行部の説明をお願いいたします。 

立崎観光物産課長：引き続きまして、観光物産課の方からは三沢市地産地消クーポン券発

行支援事業、９ページをごらんいただきたいと思います。 

 この三沢市地産地消クーポン券発行支援事業につきましては、目的でございます。農水

畜産物の消費拡大及び食文化の周知を図るため、一般社団法人三沢市観光協会が実施する

三沢市の地産地消を推進する店舗で利用できるクーポン券発行事業に要する経費について

補助を行うものでございます。 

 補助金の額は３４４万円でございます。 

 クーポン券の名称は、三沢市地産地消クーポン券。額面は３,０００円券、種類は３,

０００円券１枚でございます。枚数、２,０００枚を発行いたしております。 

 販売額等でございますが、１枚２,０００円といたしまして、プレミアムは１,０００

円ということになります。１人当たり１万円、券にして５枚を限度として販売を行ってお

ります。 

 販売場所は、スカイプラザミサワ及び市内参加ホテルということで、５カ所のホテルに

御協力をいただきました。 

 販売期間及び利用期間でございますが、期間は平成２７年１２月１４日から平成２８年

２月２９日までとしておりましたところ、平成２７年１２月１６日で完売を受けたところ

でございます。 

 利用期間は、平成２７年１２月１４日から平成２８年３月５日までと設定をしておりま

す。 

 周知方法といたしまして、観光協会ホームページ、市広報紙、ポスターの掲示等を行っ

ております。 

 利用店につきましては、市内２０店舗でございます。別紙の１０ページをごらんくださ

い。 

 地産地消利用店一覧表ということで、２０店舗の内訳をお示ししております。この店舗

に御協力をいただいて実施したところでございます。 

 また１１ページでございますが、三沢市地産地消クーポン券のポスター、チラシ等の御

案内でございます。裏面にマップを掲載ごとに添付されております。 

 引き続きまして、１２ページをごらんください。 

 アメリカンバークーポン券発行支援事業について御説明いたします。 
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 アメリカンバークーポン券発行支援事業の目的でございます。 

 当市の魅力の一環である国際飲食文化の情報発信による観光振興を図るため、スカイプ

ラザミサワ株式会社が実施するアメリカンバー店舗で利用できるクーポン券発行事業に要

する経費について、助を行うものでございます。 

 補助金の額は１５６万円でございます。 

 クーポン券の名称は、アメリカンバークーポン券。額面は２,０００円券。種類は２,

０００円券１枚。この１枚がドリンク券３杯分とフード券１品の半券チケットがついて印

刷をされております。枚数は１,５００枚を用意しました。 

 販売額は１枚１,５００円ということで、５００円分のプレミアがつくプレミアという

ことになります。 

 販売場所は、スカイプラザミサワです。 

 販売期間は、平成２７年１２月１４日から平成２８年２月２９日まで。 

 そして、平成２８年１月２８日現在、６９枚の販売ということになります。 

 利用期間は、１２月１４日から本年３月５日までの期間となっております。 

 周知方法は、スカイプラザミサワホームページ、市の広報紙、ポスターの掲示等となっ

ております。 

 利用店は市内１７店舗でございまして、１３ページをごらんいただきますと、アメリカ

ンバー利用店の一覧表として、以上の１７店舗が参加をいただいております。 

 また、１４ページをごらんいただきますと、アメリカンバーのクーポン券の今回のポス

ター、チラシの印刷となっております。 

 裏面には、その店舗のマップを掲載をさせていただいております。 

 以上が現状でございます。 

加澤委員長：ただいまの執行部の説明に対して、質問ありますか。 

小比類巻正規委員：アメリカンバーのことをお聞きますけれども、トラブルとかないの

か、この辺は。 

立崎観光物産課長：お答えいたします。 

 アメリカンバーということでのトラブル等は、特に当方としては入ってございません。 

 ただ、販売枚数がまだちょっと伸び悩んでいるという状況でございます。スカイプラザ

の方も、今後、販売に力を入れて何とか目標に近づけてまいりたいということでございま

す。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

森委員：何で伸び悩んでるの。やっぱり魅力がないからかな。２,０００円券で、ドリン

ク３杯とフード１品ということでしょう。僕は飲まないから安いか高いか知らないけれど

も、魅力がないから１,５００枚発行して６９枚販売でしょう。ちょっとその辺、どう考

えてるか。 

立崎観光物産課長：お答えいたします。 

 当初、アメリカンバークーポン券、単独ではかなり販売が厳しいだろうということも想

定をしておりまして、当初は、先ほど御説明いたしました三沢市地産地消クーポン券と
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セットで、ターゲットを観光客に絞って、例えば、ビジネスホテル等に宿泊いただいたお

客様にセットで１次会、２次会という流れの中でセットで買っていただければということ

を狙いまして、それぞれ地産地消クーポン券につきましては２,０００枚。そして、アメ

リカンバークーポン券については、その８掛け、７掛けというところで１,５００枚を発

行枚数を設定をさせていただいたところでございます。 

 ところが、ふたをあけてみますと地産地消クーポン券は、非常に売れ行きがあっという

間に、これは忘年会シーズンと重なった１２月からの販売でございましたので、それで聞

くところによると市内の方がかなり買われてたという、市民の方がかなり買われたという

情報も入っておりまして、当初予定していた観光客をターゲットにした商品というところ

が、ちょっと狙いがずれてしまったと。 

 アメリカンバークーポンの方はどうしても１次会といいますか、最初からアメリカン

バーに行かれる方というよりは、２次会の流れで行くというところがどうしても狙いに

あったものですから、その辺でちょっと伸び悩みに苦しいところが出てきてしまったとい

うふうに分析をしております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

瀬崎副委員長：アメリカンバークーポン券の話ですけれども、これ前にもこういう感じ

で、こういうふうなことやったという、私は記憶してるのですけれども、過去の実績とい

うのは、教えてください。 

山本経済部長：前にやった実績ということなのですが、前は１,７００円で３杯飲める券

ということで、これを２,０００枚ほどつくって、ただし券をつくる分と、それとポス

ターつくる、こういうことの仕組みづくりにお金をかけたということで、あとその事業の

回す分については、アメリカンバーの方々がやってくと、それぞれやっていくという形で

ございます。 

 このごろの状況としては、捉えていないのですが、１年目、枚数としては１５０枚と、

その程度でした。 

 ただ、一方でこういうのがあるのかということで、アメリカンバーに観光客が行くとい

う誘客といいますか、そういう流れはある程度できて、るるぶとか、まっぷるとか、そう

いう観光雑誌等にも紹介されるようになって、三沢の一つの観光資源といいますか、魅力

の一つとして紹介されるようになっているというのが効果だと思っております。 

 今回、伸び悩んでいるもう一つの理由としては、８％に消費税が変わってから、各店舗

の１杯の値段がおおむね７００円、６００円もありますけれども、７００円とか、そこら

辺が主になってるのですよ。今、１杯当たり５００円の券ですので、そうすると差額を払

わなければならない、１杯ずつ飲むときにですね。そういう問題がありますので、１回に

払えるといった方式もありますので、例えば、これを２,０００円分として使えないかと

いうことで、各店舗でもう少しこの券を買った方々が利用しやすいように、ちょっと展開

していくような方法を含めて利用を促進するような形を考えていかなければならないのか

なということも考えております。 

瀬崎副委員長：ちょっと今の話、理解できないのは、例えば、この話でいくと、１枚買え
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ばドリンク３杯、フード１品ですよね。 

 ところが、消費税の関係で１杯５００円、７００円、ということは、これ持ってても差

額分をお金で払うということなんですか。 

山本経済部長：今、言ったような形になってしまうと、せっかく買ったのに３杯飲まなく

ても１杯でいいのに得したようで、かえって１杯飲まなければだめになってしまったとい

うようなことにもなりかねないので、２,０００円分、これは使えますよという形で、１

杯ずつ払う方法もあるのですが、まとめて払う方法もあるのですよ。３人で行った場合

に、例えば、６,０００円でしたといったら、このクーポンを、券をそのまま６,０００

円分で使えるような形にできればよろしいかなと、というようなことを兼ねて、ちょっと

利用促進策をちょっと考えていかなければならないのかなというふうには思っておりまし

た。 

瀬崎副委員長：そうしたら説明、これおかしいですよ。私、酒飲みだから言うのだけれど

も、１枚で３杯飲めるのだったら全部１枚で３杯飲めるというふうに思っちゃうのですよ

ね、差額分を払うというあれはないというふうに。今の説明だと、一応額面は３杯だけれ

ども、値段が違うから、５００円であればいいけれども、６００円だと３００円差額払い

ますよ。そういう説明がないと、やっぱりそれはおかしいと思うのですよね。 

 やっぱりそういうところが、もう少し今後の課題かと思いますけれども、それよりも、

やはり実績というか、なかなかこれ利用が少ないという話わかりますけれども、おかしい

と思いません。前の地産地消クーポン券は、スカイプラザと参加ホテルで売っている。と

ころが、アメリカンバーのクーポン券はスカイプラザだけ。説明で観光客というのは、

やっぱりホテルにも置くべきとか、そういうところあると思うのですけれども、そこのと

ころどうやってるのですかね。 

山本経済部長：今、言った部分が大きなちょっと要因、売れていない要因にもなっている

と。委託先のスカイプラザにお願いする際に、そういうことも検討していただくようにし

たのですが、最終的には委託先が決定してやる形にしてたものですから、今の状況を踏ま

えて、やはり観光客に行ってもらって、その魅力をさらにまた感じてもらい、同時に口コ

ミで次に広めていくということも必要だと思ってますので、そういう意味で、今、言った

ホテルとか、地産地消クーポン券と同じように、そういうところで販売できるような形

で、これから進めていただくよう依頼といいますか、要請したいと思っております。 

森委員：それと、販売先はそういうことでいいのですけれども、飲む期間が３月５日ま

で。例えば、観光客向けにやるのであるならば、もう少し考えてもいいのかなというふう

な感じを思うのだけれども、あくまでも冬場の対策として、これをやってるということな

の。 

 私から言わせれば、観光客が別に今だけではないのだから、じゃあホテルにお願いする

のだったら、別にもうちょっと６月とか７月でも使えるようにしてもいいのではないかな

と思うのだけれども、その辺の考え方は。 

立崎観光物産課長：お答えいたします。 

 今回、実は国の交付金の関係がございまして、それで、２月末から３月の初旬には打ち

切りをして実績を上げていくという実績報告との関係もございまして、このような設定と
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相なったところでございます。（発言する者あり） 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

奥本委員：ちょっと参考までにお聞きしたいのですけれども、今、アメリカンバーの利用

する利用者の特徴的年代から、どういった方々がこのアメリカンバークーポン事業という

のは、補助事業前から、いろいろと力を入れてると思うのですけれども、どういった方々

の、観光客という話も出ました。年代と若い女の子が多いとか、そういうのをちょっと参

考までにお聞きしていいですか。 

立崎観光物産課長：お答えいたします。 

 実は詳しく統計をとってるわけではございませんが、感覚と申しますか、現場の状況判

断を見ますと、若い女性はかなり多いという状況と、あとは年代も男性も含めて、若い年

代は当然のように多いということで、やはり普段のライフスタイルがアメリカンバーに行

き慣れてる方とか、そこの辺のバリアが、ちょっと抵抗感がない方々はいらしてるようで

すが、どうしても観光客でも最初からアメリカンバーというと、非常にちょっとなかなか

入りづらいとか、そういったケースも見受けられまして、そういったところで、例えば、

星野リゾート青森屋さんと組みまして、アメリカンバーバスツアーというようなことで星

野リゾートからシャトルバスを出していただいて、スカイプラザのほうでガイドを手配を

してアメリカンバーを回っていただくというようなツアーもやっていただいたりとか、そ

ういったことで、ちょっと入りやすさに向けて工夫をしてるという部分はございます。 

 以上でございます。 

奥本委員：今、若い女性が多いというようなお話もありました。やはり先ほど、小比類巻

委員もおっしゃってましたけれども、今までは事故が、そういう事件とか事故がないとい

うことですけれども、これから先も全くないという保障はないので、私はやはり治安の部

分の、やはり若い女性、若い人たちが行ってる、アメリカンバーというと米軍の方々もい

らっしゃるのでしょうから、その辺は十分に警察等にも一緒になって注意しながら、決し

てイメージを悪く、三沢市のイメージが悪くなれば、これもうぱーですので、その辺も

しっかりと善処していただきたいと思います。と要望して終わります。 

加澤委員長：要望ですけれども、執行部で答えることありますか。 

山本経済部長：米軍の関係者が多くいるアメリカンバーで事件、事故が発生しないように

ということで、それのアメリカンバーの中での自主的な治安維持といいますか、そういう

ことをやっていこうということで、米軍の関係者と一緒になってそういう問題等を話し合

いながら進めていくということで、そういう事件、事故の予防、未然防止ということを進

めているということでございますので、それらも含めて三沢市の方でも一緒に取り組んで

いきたいと思っております。 

加澤委員長：ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：なければ、この案件に関しては、私の方からも、対象者が各委員からも出ま

したけれども、限られた範囲の対象者になり得るクーポンだと思うのですよ。 

 それと、やはりほかのクーポンは完売するのだけれども、これに関して、クーポンが完

売されないというのは非常に率も今現在でかなり悪いので、恐らく魅力が薄いのだと思う
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のです。お得感がないのだと思います、はっきり言って。 

 ドリンク３杯、フード１品といっても、１つ当たりにしたものに対して５００円ついて

ますので、そうするとなかなか、あっこれ得だなというイメージが若い人には湧かないと

思うのですよ。 

 ですから、やはりこういうものを参考にして、今後こういう事業をする上では、やはり

メリットを与える印象を与えないと、またこのような売れ行きになると思いますので、今

後の活動にこれを十分に生かして、今後の活動に生かしてほしいと思います。 

 以上です。 

 それでは、最後の案件、３件目のアーケード撤去の進捗状況についてであります。 

 執行部の説明をお願いします。 

村井産業政策課長：アーケード撤去の進捗状況について御報告させていただきます。 

 アーケード撤去については、以前の会議でも御報告させていただいておりますけれど

も、２６年度における経済産業省所管の補助事業は不採択であったものの、その危険性の

回避という意味からも、できるだけ早い時期に工事を実施したいという意向と、その財源

については経済産業省所管による補助制度以外の活用も含め検討していくこととしており

ます。 

 そして、場合によっては短期による実施も選択肢の一つとして考えていくこともお伝え

しております。 

 そこで、前回の御報告以降の状況ですが、補助事業については現在も模索中でございま

す。ただし、工事を実施する必要があるとの考えには変わりはないことから、市の中期的

な予算編成にかかわる財政計画に盛り込むべく、現在、工事費の設置の作業を行っている

ところでございます。 

 なお、これは補足になりますが、ここ数年、老朽化に伴う雨漏り等により、漏電防止機

能が働き照明が点灯せず、通り全体が真っ暗な状態になってしまう事態が頻繁に起きてお

ります。 

 このことは、歩行者の安全確保、犯罪の抑止、そして漏電事故発生防止の面から、早急

に対応すべき問題であるとの考えから、来年度におきまして、暫定的ではございますが、

照明設備の改修を行いたいと考えております。 

 なお、当該改修事業につきましては、今定例会に来年度の当初予算案として提出するこ

ととしております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：各委員の質問ございませんか。 

 ありませんか。 

小比類巻正規委員：照明器具の設備の補修ということですけれども、これ全部ですか、両

側全部。 

村井産業政策課長：御質問にお答えいたします。 

 具体的な工事の内容ですけれども、現在設置されております蛍光灯の照明設備は、漏電

事故の危険回避のため全て撤去し、替わってアーケードの支柱に自動点滅器付きのＬＥＤ

の屋外用照明機器を取りつけるものでございます。 
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 なお、この事業の実施に伴って使用するＬＥＤの照明機器はアーケード撤去工事が行わ

れる際に取り外し、今後、市内各所にある防犯灯をＬＥＤ化していく中で再利用してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

小比類巻正規委員：だから、全部かと。 

村井産業政策課長：失礼いたしました。 

 対象は、全て対象といたしております。延長で約７００メートルございますけれども、

全てでございます。 

加澤委員長：ほかにありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：なければ最後の案件なんで、私からも一言。 

 この案件に関しては、私が委員長になってからの案件で出てました。私もこの件は、非

常に注意してまして、確認しながら、進行してきた案件でございます。 

 今、ここに来まして、補修工事で応急処置ということになりますけれども、になると。

その結果、撤去工事がおくれるということであれば、それは非常に商店街の方にとって、

一時しのぎみたいな感覚に私は見えると思います。やはり商店街の方も早く撤去するなら

してほしいという希望があります。そういう声が私にも聞こえてきます。 

 ですから、やはり修理するのも役所の義務ですけれども、やはりやると言ったことはき

ちんと執行部の責任で、補助予算が云々ということもありますけれども、いろんな理由が

ありますけれども、やると言った限りは、早い時期にきちんと明確な回答が出せるような

行政運営をしていただきたいと思いました。 

 私からは以上です。 

 それでは、本日の案件全て終了いたしました。 

 長い時間、委員の方には大変御迷惑をかけましたが、私が委員長になって２年、無事に

委員会をやってこられたのも、委員の皆様の協力のもとで運営できたとともに、全て感謝

いたします。 

 最後の委員会になりましたが、本日は本当に御苦労さまでございました。 

 会議を終了いたします。 

 閉会いたします。 

午後３時４５分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   加 澤   明  

 


